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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筒体中心軸に沿って穿設された、側視用内視鏡の挿入部が挿入される内視鏡挿入孔、お
よび前記内視鏡挿入孔に挿入される前記側視用内視鏡が備える観察窓を内視鏡挿入孔の中
心軸に直交する軸方向の筒体側部一端側に露出させる、前記内視鏡挿入孔に連通した観察
用開口部を備える、光を導く導光部材で形成した観察用筒体と、
　前記観察用筒体の他端側に設けられ、この他端側から前記観察用筒体の軸線に沿って、
前記観察用開口部が設けられた一端側に向けて観察用照明光を入射させる発光部を備える
発光装置とを有する内視鏡用照明具において、
　前記観察用筒体に設けた前記観察用開口部の先端側開口端より先端側の所定位置、及び
基端側開口端より基端側の所定位置に、それぞれ前記観察用筒体に入射された観察用照明
光を前記内視鏡挿入孔の中心軸に交わる線方向又は軸方向に沿わして反射させる反射部を
設け、
　前記内視鏡挿入孔の中心軸を、前記筒体中心軸に対して偏心させた構成において、
　前記観察用筒体の外周面から前記内視鏡挿入孔の内周面までの肉厚の薄い薄肉部側に前
記観察用開口部を設け、前記肉厚の厚い厚肉部側に前記反射部を設けた
　ことを特徴とする内視鏡用照明具。
【請求項２】
　前記観察用開口部の外形は、前記観察窓の外形より大きいことを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡用照明具。
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【請求項３】
　前記観察用開口部を、前記観察用筒体に凹部を形成して設ける構成において、
　前記内視鏡挿入孔は、前記観察用開口部においては前記観察窓を露出させる溝部であっ
て、その溝部の両壁部は前記内視鏡挿入孔の中心軸に対して傾斜した面であることを特徴
とする請求項１または２に記載の内視鏡用照明具。
【請求項４】
　前記観察用開口部を、前記観察用筒体に貫通孔を形成して設ける構成において、
　前記貫通孔の周囲に、前記観察用筒体に入射された前記観察用照明光が前記内視鏡挿入
孔の中心軸に直交する軸に沿って出射されることを防止する遮光部材を設けることを特徴
とする請求項１または２に記載の内視鏡用照明具。
【請求項５】
　側視内視鏡と、
　前記側視内視鏡の挿入部が内挿される請求項１－４のいずれか一項に記載の内視鏡用照
明具と、
　　を具備することを特徴とする内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、側視内視鏡の挿入部に装着して使用される内視鏡用照明具、及び、この内視
鏡用照明具を備えた内視鏡装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、インジェクションプラグ等の被検体を観察するにあたって内視鏡が使用されてい
る。インジェクションプラグには、例えば、内径５ｍｍ、深さ４０ｍｍの穴が設けられて
おり、この穴内に内視鏡を挿入して内面の検査を行う。そして、穴の側面を検査する場合
には側視内視鏡を使用する。側視内視鏡は、細径（例えば、直径２ｍｍ）の挿入部の側面
に先端側から順に、例えば照明窓、観察窓を配列している。穴側面を検査する際、側視内
視鏡の照明窓、観察窓が検査面に対して近接して配置される。そのため、照明窓が観察窓
より先端側に配置された側視内視鏡においては、照明窓から出射された照明光が観察窓よ
り基端側に届かない。その結果、観察窓を通して観察可能な範囲が、観察窓より先端側の
観察視野範囲の一部に限られてしまう。そして、検査面が例えば加工直後の金属面のよう
な照明光を反射する鏡面に近い鏡面反射面であった場合には、照明窓から出射された照明
光が検査面で正反射して観察窓に入射することによって、所謂、ハレーションが発生して
、観察像が白くぼやけてしまうおそれがあった。
【０００３】
　それら不具合を解消する目的で、特許文献１には内視鏡用照明具が示されている。この
内視鏡用照明具は、光を導く導光部材である例えば、樹脂によって構成されており、発光
部によって導光部材の基端から導光部材内に照明光が入射され、その照明光が導光部材の
先端まで導かれる構成になっている。また、導光部材には、この導光部材の軸線に沿って
内視鏡を挿入するための内視鏡挿入孔が穿設され、かつ、この導光部材にはその内視鏡挿
入孔に連通して一側部側で開口して内視鏡の観察窓を外部に露出させる観察用開口部が設
けられている。
【０００４】
　この内視鏡用照明具によれば、側視の内視鏡を内視鏡挿入孔に挿入した状態で、発光部
から照明光を導光部材内に導くことによって観察部位を照明し、観察用開口部から露出さ
れた内視鏡の観察窓によってその照明光で照らされた部位の観察を行う。
【０００５】
　なお、特許文献１の第５、第６実施形態には、発光部によって導光部材の基端から導光
部材内に入射された照明が、導光部材内から外部に抜けることを防止し、照明光を効率良
く導光部材内に留まるようにするため、導光部材に反射部を設けた内視鏡用照明具が示さ
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れている。
【特許文献１】特開２００７－１３００４８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１に記載されている内視鏡用照明具にあっては、側視内視鏡の
撮像部周辺からも外部に向かって照明光が出射される構成であるため、観察部位の表面が
鏡面に近い鏡面反射面であった場合には、内視鏡用照明具から外部に出射された光が観察
部位の表面で正反射して撮像部に入射することによって、前述と同様に観察像が白くぼや
ける現象が発生するおそれがあった。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたものであって、発光部から導光部材に入射させた照
明光を、側視内視鏡が備える観察光学系の観察視野範囲に照射することが可能で、且つ被
検体の観察像が白くぼやける不具合を解消する内視鏡用照明具、及び、この内視鏡用照明
具を備えた内視鏡装置を提供することを目的にしている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一態様の内視鏡用照明具は、筒体中心軸に沿って穿設された、側視用内視鏡の
挿入部が挿入される内視鏡挿入孔、および前記内視鏡挿入孔に挿入される前記側視用内視
鏡が備える観察窓を内視鏡挿入孔の中心軸に直交する軸方向の筒体側部一端側に露出させ
る、前記内視鏡挿入孔に連通した観察用開口部を備える、光を導く導光部材で形成した観
察用筒体と、前記観察用筒体の他端側に設けられ、この他端側から前記観察用筒体の軸線
に沿って、前記観察用開口部が設けられた一端側に向けて観察用照明光を入射させる発光
部を備える発光装置とを有する内視鏡用照明具であって、
　前記観察用筒体に設けた前記観察用開口部の先端側開口端より先端側の所定位置、及び
基端側開口端より基端側の所定位置に、それぞれ前記観察用筒体に入射された観察用照明
光を前記内視鏡挿入孔の中心軸に交わる線方向又は軸方向に沿わして反射させる反射部が
設け、前記内視鏡挿入孔の中心軸を、前記筒体中心軸に対して偏心させた構成において、
前記観察用筒体の外周面から前記内視鏡挿入孔の内周面までの肉厚の薄い薄肉部側に前記
観察用開口部を設け、前記肉厚の厚い厚肉部側に前記反射部を設ける。
【０００９】
　この構成によれば、反射部で反射された観察用照明光は、観察窓より先端側の所定位置
、及び基端側の所定位置から筒体側部方向に出射されるので、照明光が観察窓の一方側に
偏ることなく、観察部位を照射して、良好な観察を行える。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、発光部から導光部材に入射させた照明光を、側視内視鏡が備える観察
光学系の観察視野範囲に照射することが可能で、且つ被検体の観察像が白くぼやける不具
合を解消する内視鏡用照明具、及び、この内視鏡用照明具を備えた内視鏡装置を実現でき
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。　
　図１乃至図１０は本発明の第１実施形態に係り、図１は内視鏡装置を説明する図、図２
は内視鏡用照明具を構成する観察用筒体を基端面側から見た図、図３は図２のＩＩＩ－Ｉ
ＩＩ線断面図、図４は図３のＩＶ－ＩＶ線断面図、図５は図３に示す観察用筒体の先端側
の構成を説明する拡大図、図６は観察用筒体の先端側を説明する斜視図、図７は照明部の
観察用照明光を観察用筒体の基端面から入射させたときの作用を説明する側面図、図８は
照明部の観察用照明光を観察用筒体の基端面から入射させたときの作用を説明する上面図
、図９は観察面が反射面であるときの観察用開口部の先端側開口端及び基端側開口端の位
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置設定を説明する図、図１０は観察面が非反射面であるときの観察用開口部の先端側開口
端及び基端側開口端の位置設定を説明する図である。
【００１２】
　図１に示すように内視鏡装置１は、側視内視鏡２と、内視鏡用照明具１０とを備えて構
成されている。　
　側視内視鏡２は、硬性な挿入部３と、アイピース４とを備えている。アイピース４は、
挿入部３の基端側に連設している。アイピース４内には、図示しない光学レンズが配設さ
れており、観察者はアイピース４を介して観察像を見ることが可能である。
【００１３】
　挿入部３の先端側には、先端面側から順に照明光学系を構成する照明窓５、及び観察光
学系を構成する観察窓６が一列に配置されている。図示しない挿入部３の内部には、観察
光学系を構成するリレーレンズ、対物レンズ、プリズム等が組み込まれるとともに、照明
光学系を構成するライトガイドファイバが挿通されている。
【００１４】
　発光装置４０は、光源ユニット４１と、光源ユニット４１に着脱自在なライトガイドケ
ーブル４２とを備えて構成されている。光源ユニット４１には照明光を発するランプが内
蔵されている。ライトガイドケーブル４２は、照明光を伝達する。ライトガイドケーブル
４２の先端は、ライトガイドケーブル４２を介して伝送された照明光を、観察用照明光と
して観察用筒体２０に入射させる照明光供給部４３として構成されている。照明光供給部
４３は、発光部であって、例えば、観察用筒体２０の基端面２０ｅに当接して配置される
。照明光供給部４３は、基端面２０ｅの形状及び後述する反射部の位置を考慮して形作ら
れており、本実施形態においては略Ｕ字形状である。
【００１５】
　観察用筒体２０は、光を導く、所謂導光部材で形成されている。本実施形態において、
観察用筒体２０は、例えばアクリル樹脂によって円柱形状に形成されている。観察用筒体
２０は、内視鏡挿入孔２１と、観察用開口部２２とを備えている。内視鏡挿入孔２１は、
例えば貫通孔であって、側視内視鏡２の挿入部３が挿通される。観察用開口部２２は、内
視鏡挿入孔２１に挿通された側視内視鏡２の観察窓６を外部に露出させる。
【００１６】
　図２、図３に示すように内視鏡挿入孔２１の挿入孔中心軸２１ａは、観察用筒体２０の
筒体中心軸２０ａに対して平行である。挿入孔中心軸２１ａは、筒体中心軸２０ａに対し
て例えば寸法ａ偏心している。そして、前記照明光供給部４３の形状は、観察用筒体２０
の基端面２０ｅの径寸法、内視鏡挿入孔２１の径寸法、及び、筒体中心軸２０ａと挿入孔
中心軸２１ａとの偏心量によって決定される。
【００１７】
　なお、以下、観察用筒体２０の外周面から内視鏡挿入孔２１の内周面までの距離が短い
、言い換えれば、観察用筒体２０の肉厚の薄い部分を薄肉部２３と記載し、前記肉厚の厚
い部分を厚肉部２４と記載する。
【００１８】
　観察用開口部２２は、観察用筒体２０の先端側の薄肉部２３側に設けられている。図３
－図５に示すように観察用開口部２２の開口中央線２２Ｌは、挿入孔中心軸２１ａに対し
て直交している。
【００１９】
　本実施形態において、観察用開口部２２は、図３－図６に示すように観察用筒体２０の
先端側側部に凹字形状の切り欠きである凹部２５を設けて構成されている。その結果、観
察用開口部２２において、内視鏡挿入孔２１は、孔ではなくＵ溝２１ｂとして構成される
。凹部２５は、観察窓６の観察視野範囲を遮ることがないように形成されている。言い換
えれば、観察用開口部２２は、観察窓６より大きく形成されている。
【００２０】
　この構成によれば、図５の破線、図６に示すように側視内視鏡２の挿入部３を内視鏡挿
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入孔２１内に挿入して、観察窓６を観察用開口部２２の所定位置に配置したとき、観察窓
６は、観察用筒体２０によって遮られることなく、観察用筒体側部に対して露出した状態
になる。この露出状態において、観察窓６の観察方向は、開口中央線２２Ｌに沿った外部
側を向いている。
【００２１】
　図４に示すようにＵ溝２１ｂの両壁面２１ｃは、挿入孔中心軸２１ａに対して例えば４
５度、傾いた傾斜面として構成されている。これは、両壁面２１ｃから観察窓６の観察方
向に向かって照明光が出射されることを防止するためである。つまり、本実施形態におい
て、観察用開口部２２は、観察窓６の観察方向に向けて観察用照明光を出射しない、非発
光部として構成されている。
【００２２】
　図３－図６に示すように観察用開口部２２の先端側開口端２２ｂより先端側の所定位置
には、反射部２７を構成する第１の反射面２８が設けられている。一方、基端側開口端２
２ｃより基端側の所定位置には、反射部２７を構成する第２の反射面２９が設けられてい
る。
【００２３】
　第１の反射面２８は、観察用筒体２０の先端部の厚肉部２４側に設けられている。第１
の反射面２８は、先端部の厚肉部２４に開口中央線２２Ｌに対して４５度傾斜した傾斜面
を形成することによって構成されている。これに対して、第２の反射面２９は、観察用筒
体２０の内視鏡挿入孔２１を挟んで一対設けられている。一対の第２の反射面２９は、基
端側開口端面２２ｄの中途部から厚肉部２４の基端側に向う、前記開口中央線２２Ｌに対
して４５度傾斜した傾斜面を形成することによって構成されている。
【００２４】
　ここで、観察用筒体２０の作用を説明する。　
　光源ユニット４１から延出するライトガイドケーブル４２の照明光供給部４３を観察用
筒体２０の基端面２０ｅに密着させる。そして、光源ユニット４１をオン状態にして観察
用照明光を観察用筒体２０に入射させる。
【００２５】
　すると、図７、図８に示すように観察用筒体２０に入射された観察用照明光は、図中矢
印に示すように筒体中心軸２０ａに沿って、観察用開口部２２が設けられている先端側に
向かって進行する。
【００２６】
　そして、内視鏡挿入孔２１を挟んで両側部側を進む観察用照明光は、それぞれの第２の
反射面２９で全反射されて進行方向が９０°折り曲げられる。つまり、筒体中心軸２０ａ
に沿って進行した観察用照明光が、観察用開口部２２より基端側で観察用筒体２０内を開
口中央線２２Ｌに沿うように進行する。そして、観察用筒体２０の側部から外部に向けて
観察用照明光が出射されていく。このとき、観察用開口部２２より基端側の一対の反射面
２９は、図８の着色部に示すように、あたかも発光部であるかのように、周囲より高輝度
に発光して観察部位を照明する。
【００２７】
　一方、内視鏡挿入孔２１を構成するＵ溝２１ｂの周囲を進む観察用照明光は、第１の反
射面２８で全反射されて進行方向が９０°折り曲げられる。つまり筒体中心軸２０ａに沿
って進行した観察用照明光が、観察用開口部２２より先端側で観察用筒体２０内を開口中
央線２２Ｌに沿うように進行する。そして、観察用筒体２０の側部から外部に向けて観察
用照明光が出射されていく。このとき、観察用開口部２２より先端側の反射面２８は、図
８の着色部に示すように、あたかも発光部であるかのように、周囲より高輝度に発光して
観察部位を照明する。
【００２８】
　したがって、前記図５、図６で示したように観察用開口部２２の所定位置に、側視内視
鏡２の観察窓６が配置されていた場合、発光装置４０から観察用筒体２０に入射された観
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察用照明光ＯＬは、反射面２８、２９で進行方向を折り曲げられた後、観察用筒体２０の
側部から出射されて、観察窓６の先端側及び基端側を照明する。　
　なお、観察用筒体２０を側視内視鏡２の挿入部３に装着して観察を行う際、側視内視鏡
２の照明窓５からの照明光の出射は停止される。
【００２９】
　このように、側視内視鏡の観察光学系を構成する観察窓が露出させる観察用開口部の先
端側及び基端側のそれぞれに、観察用照明光の進行方向を筒体中心軸に沿って進行する状
態から開口中央線に沿って進行するように折り曲げる反射面を設けたことによって、観察
窓の先端側及び基端側の両方を照明して内視鏡観察を行うことができる。
【００３０】
　また、観察用開口部を観察窓より大きく形成し、且つ、観察用開口部側から見て観察窓
に隣設する両壁面を傾斜面にして観察用開口部を非発光部としたことによって、観察用照
明光が直接、或いは、観察部位の表面で正反射して観察窓に入射することを防止すること
ができ、観察像が白くぼやける不具合を解消することができる。
【００３１】
　なお、本実施形態において、前記所定位置とは、図５に示すように観察窓６の窓中心６
ｃが、第１の反射面２８の中心線２８ｃと、第２の反射面２９の中心線２９ｃとを結ぶ線
分Ｌ１の中点Ｌｃ近傍に配置される状態を指す。そして、観察窓６を所定位置に配置する
ために、内視鏡挿入孔２１を貫通孔ではなく、位置決め面となる底面を有する有底穴で形
成する、或いは、内視鏡挿入孔２１の先端側開口を、位置決め部を備える先端キャップで
閉塞する等の構成にしてもよい。
【００３２】
　また、側視内視鏡で観察する観察部位が例えば金属部材の場合、その観察部位の表面が
鏡面などに近い鏡面反射面である場合がある。そして、観察面が鏡面に近い鏡面反射面で
ある場合には、図９にＬ２で示す写り込み範囲よりｂ寸法外側に観察用開口部２２の先端
側開口端２２ｂの位置及び基端側開口端２２ｃの位置を設定する。このことによって、図
８で示した反射面２８、２９で発光する光が正反射により観察窓６に入射して観察像が白
くぼやける不具合をより確実に解消することができる。
【００３３】
　これに対して、観察面が拡散反射面である場合には、図１０に示すように観察光学系の
観察視野範囲よりｃ寸法外側に観察用開口部２２の先端側開口端２２ｂの位置及び基端側
開口端２２ｃの位置を設定する。このことによって、上述と同様に、反射面２８、２９で
発光する光が直接、観察窓６に入射して観察像が白くぼやける不具合をより確実に解消す
ることができる。
【００３４】
　なお、写り込み範囲及は、観察窓から観察部位表面までの距離が変化することにより変
化する値であり、観察視野範囲は観察窓６によって決まる値であるため、寸法ｂ、寸法ｃ
はそれぞれ適宜設定される。
【００３５】
　図１１乃至図１５は本発明の第２実施形態にかかり、図１１は観察用筒体の他の構成例
を説明する図、図１２は観察用開口孔側から観察用筒体を見た図、図１３は図１２のＸＩ
ＩＩ－ＸＩＩＩ線断面図、図１４は観察面が反射面であるときの遮光部材の先端及び基端
の位置設定を説明する図、図１５は観察面が非反射面であるときの遮光部材の先端及び基
端の位置設定を説明する図である。
【００３６】
　本実施形態の観察用筒体２０Ａは、図１１－図１３に示すように内視鏡挿入孔２１と、
観察用開口孔５０とを備えている。観察用開口孔５０は、観察用筒体２０Ａの側部に形成
される孔であり、内視鏡挿入孔２１に挿通された側視内視鏡２の観察窓６を外部に露出さ
せる。観察用開口孔５０は、上述と同様に観察用筒体２０の先端側の薄肉部２３側に設け
られて、内視鏡挿入孔２１と外部とを連通している。そして、観察用開口孔５０の周囲に
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は、遮光部材５１が設けられている。図１３に示すように観察用開口孔５０の開口軸５０
ａは、挿入孔中心軸２１ａに対して直交している。そして、開口軸５０ａの外部方向が側
視内視鏡２の観察光学系の観察方向になる。
【００３７】
　図１１－図１３に示すように遮光部材５１は、観察用開口孔５０の周囲に設けられる。
遮光部材５１は、内視鏡挿入孔２１に挿通されて観察用開口孔５０内に側視内視鏡２の観
察窓６が配置されている状態において、観察用照明光が直接、或いは、観察部位の表面で
正反射して観察窓６に入射することを防止する。つまり、遮光部材５１は、観察窓６の周
囲から観察照明光が出射することを防止している。　
　観察用開口孔５０の先端側開口端５０ｂより先端側の所定位置には、反射部２７Ａを構
成する第１の反射面２８が設けられている。一方、基端側開口端５０ｃより基端側の所定
位置には、反射部２７を構成する第２の反射面５２が設けられている。
【００３８】
　本実施形態の第２の反射面５２は、観察用筒体２０Ａの中途部に設けられている。第２
の反射面５２と、第１の反射面２８とでは、切り込みの深さ５２ｄ、２８ｄが異なってい
る。具体的には、第１の反射面２８の切り込み深さ２８ｄが第２の反射面５２の切り込み
深さ５２ｄより深く形成されている。第１の反射面２８、及び第２の反射面５２は、開口
軸５０ａに対して４５度傾斜した傾斜面である。　
　なお、観察用開口孔５０の断面形状は、円形に限定されるものではなく、楕円形状、或
いは長方形形状等であってもよい。また、本実施形態において、照明光供給部４３は、反
射部２７Ａの位置を考慮して、略半円形状に形成してある。その他の構成は前記第１実施
形態と同様であり、同部材には同符号を付して説明を省略する。
【００３９】
　ここで、観察用筒体２０Ａの作用を説明する。　
　光源ユニット４１をオン状態にして観察用照明光を観察用筒体２０Ａに入射させる。す
ると、図１２、図１３に示すように観察用筒体２０Ａに入射された観察用照明光は、内視
鏡挿入孔２１より下側を筒体中心軸２０ａに沿って、観察用開口孔５０が設けられている
先端側に向かって進行する。
【００４０】
　そして、観察用照明光の一部が、第２の反射面５２で全反射されて進行方向が９０°折
り曲げられて、観察用開口孔５０より基端側の観察用筒体２０Ａ内を開口軸５０ａに沿う
ように進行し、その後、観察用筒体２０Ａの側部から外部に向けて観察用照明光が出射さ
れていく。このとき、観察用開口孔５０より基端側の図１２の着色部に示すように、あた
かも発光部であるように周囲より高輝度に発光して観察部位を照明する。
【００４１】
　一方、第２の反射面５２で反射されることなく、この第２の反射面５２を通過した先端
側に進行した観察用照明光は、第１の反射面２８で全反射されて進行方向が９０°折り曲
げられて、観察用開口孔５０より先端側の観察用筒体２０Ａ内を開口軸５０ａに沿うよう
に進行し、その後、観察用筒体２０Ａの側部から外部に向けて観察用照明光が出射されて
いく。このとき、観察用開口孔５０より先端側の図１２の着色部分に示すように、あたか
も発光部であるかのように周囲より高輝度に発光して観察部位を照明する。
【００４２】
　このように、側視内視鏡の観察光学系を構成する観察窓を露出させる観察用開口孔の先
端側及び基端側のそれぞれに、観察用照明光の進行方向を筒体中心軸に沿って進行する状
態から開口軸に沿って進行するように折り曲げる反射面を設けたことによって、観察窓の
先端側及び基端側の両方を照明して内視鏡観察を行うことができる。
【００４３】
　また、観察用開口孔を観察窓より大きく形成し、且つ、観察用開口孔の周囲に遮光部材
を設けて観察用開口孔の周囲を非発光部としたことによって、観察用照明光が直接、或い
は、観察部位の表面で正反射して観察窓に入射することを防止することができ、観察像が
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白くぼやける不具合を解消することができる。
【００４４】
　なお、本実施形態においては、観察部位表面が鏡面に近い鏡面反射面である場合、遮光
部材５１の先端５１ｂの配置位置及び基端５１ｃの配置位置を、図１４に示すように写り
込み範囲Ｌ２より少なくとも寸法ｄ外側で、且つ前記反射面２８の基端２８ａより内側に
設定する。このことによって、照明光量を減少させることなく、図１２で示した発光部の
光が正反射により観察窓に入射して観察像が白くぼやける不具合を確実に解消することが
できる。
【００４５】
　これに対して、観察部位表面が拡散反射面である場合には、遮光部材５１の先端５１ｂ
の配置位置及び基端５１ｃの配置位置を、図１５に示すように観察光学系の観察視野範囲
より少なくとも寸法ｅ外側で、且つ前記反射面５２の先端５２ａより内側に設定する。こ
のことによって、上述と同様に、照明光量を減少させることなく、前記発光部の光が直接
、観察窓に入射して観察像が白くぼやける不具合を確実に解消することができる。
【００４６】
　なお、写り込み範囲は、観察窓から観察部位表面までの距離が変化することにより変化
する値であり、観察視野範囲は観察窓６によって決まる値であるため、寸法ｄ、寸法ｅを
それぞれ適宜設定する。その他の作用及び効果は前記第１実施形態と同様である。
【００４７】
　また、第１、第２実施形態における反射面に、アルミ蒸着などの加工を施して、反射面
の反射効率をより上げる構成にすることもできる。
【００４８】
　尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱
しない範囲で種々変形実施可能である。
【図面の簡単な説明】
【００４９】
【図１】図１乃至図１０は本発明の第１実施形態に係り、図１は内視鏡装置を説明する図
【図２】内視鏡用照明具を構成する観察用筒体を基端面側から見た図
【図３】図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線断面図
【図４】図３のＩＶ－ＩＶ線断面図
【図５】図３に示す観察用筒体の先端側の構成を説明する拡大図
【図６】観察用筒体の先端側を説明する斜視図
【図７】照明部の観察用照明光を観察用筒体の基端面から入射させたときの作用を説明す
る側面図
【図８】照明部の観察用照明光を観察用筒体の基端面から入射させたときの作用を説明す
る上面図
【図９】観察面が反射面であるときの観察用開口部の先端側開口端及び基端側開口端の位
置設定を説明する図
【図１０】観察面が非反射面であるときの観察用開口部の先端側開口端及び基端側開口端
の位置設定を説明する図
【図１１】図１１乃至図１５は本発明の第２実施形態にかかり、図１１は観察用筒体の他
の構成例を説明する図
【図１２】観察用開口孔側から観察用筒体を見た図
【図１３】図１２のＸＩＩＩ－ＸＩＩＩ線断面図
【図１４】観察面が反射面であるときの遮光部材の先端及び基端の位置設定を説明する図
【図１５】観察面が非反射面であるときの遮光部材の先端及び基端の位置設定を説明する
図
【符号の説明】
【００５０】
１…内視鏡装置　　２…側視内視鏡　　３…挿入部　　６…観察窓　　６ｃ…窓中心　１
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０…内視鏡用照明具　　２０…観察用筒体　　２０ａ…筒体中心軸　　
２０ｅ…基端面　　２１…内視鏡挿入孔　　２１ａ…挿通孔中心軸　　２１ｂ…溝
２１ｃ…両壁面　　２２…観察用開口部　　２２Ｌ…開口中央線　　
２２ｂ…先端側開口端　　２２ｃ…基端側開口端　　２２ｄ…基端側開口端面
２３…薄肉部　　２４…厚肉部　　２５…凹部　　２７…反射部　　２８…反射面
２８ｃ…中心線　　２９…反射面　　２９ｃ…中心線　　４０…発光装置
４１…光源ユニット　　４２…ライトガイドケーブル　　４３…照明光供給部

【図１】 【図２】

【図３】
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【図１１】
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摘要(译)

要解决的问题：提供用于内窥镜的照明器，其将从光发射部分入射到光
学引导构件的照明光辐射到包括在侧视内窥镜中的观察光学系统的观察
视野范围，并且解决问题，其中受试者的观察图像以白色模糊。 
ŽSOLUTION：用于内窥镜的该灯具10具有：用于观察的圆筒20;用于观
察的圆筒20设置有：内窥镜插入孔21，其由光导构件制成并且其中插入
用于侧视的内窥镜2的插入部分3;以及用于观察的圆筒20。观察用开口
22，用于观察内窥镜2所包含的观察窗6，该观察窗6在与内窥镜插入孔
21正交的轴向上的侧视图中。在观察用圆筒20中，用于反射照明光的反
射面28,29。在与观察开口22的端侧开口端22b的端侧的预定位置处，在
预定位置上设置观察入射到气缸20以观察在垂直于插入孔轴线21a的轴向
方向上的观察位置。基端侧开口端22c的基端侧分别为基端侧。 Ž
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